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震災 30年、あの日を忘れない 

 昨年 12月 14日、神戸市の「人と防災未来センター」を学区の自主防災組織

のメンバー25人が視察研修しました。1月 17日で阪神・淡路大震災から 30

年になります。巨大な地震は国が潰れるほどの大災害になる。参加メンバーは直

下型地震の被害のすさまじさを記録映像や、実物展示、生き残った家族の証言な

どで強く体感しました。 

 自主防災活動の重大な使命をあらためてかみしめた次第です。 

95年の阪神淡路大震災では、古い木造住宅の倒壊で火災よりも多くの約 5,000人

が亡くなりました。防火対策に加え、耐震化や家具転倒防止対策があらためて問

われました。 

 南海トラフ巨大地震が想定される中、私たちの町にも直下の「長者ヶ原―芳井

断層」という活断層が走っており地震防災に取り組むことが重要です。 

 少子高齢化が進むなか一人暮らしの高齢者など災害弱者が犠牲になる事態を防

がなければいけません。また、阪神淡路大震災では災害関連死で亡くなる人が多

く、大きな課題となりました。駅家学区でも避難所設営訓練に力を入れてきまし

たが、福山市と連携して避難所の環境整備に一層、力を入れていきたい。 

                    駅家学区自主防災組織 

会長   浅野 洋二 
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駅家南中学校区（駅家南中学校、駅家小学校、宜山小学校）では、

『駅家の子を駅家で育てる』ために、支援プロジェクト事業を

立ち上げられ、地域と関わる活動を発展・充実させ、地域と学校との結

びつきを深めるための（地域テーマ募金）活動を行っています。 

集まった募金は、各々の学校において地域との活動助成金として利用

しています。このご趣旨に賛同いただける方には、次のとおりお願いし

ます。 

■募金にご協力いただける方は、募金用紙が駅家交流館にあります。 

■募金額は、一口１００円からです。 

皆様のあたたかいご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 
               
      

           常金丸分村の記憶をどう伝えるか 
 

日時 ２０２５年３月９日（日）13:00～15:30（開場 13:00） 

会場 常金丸交流館（福山市新市町大字金丸 414 番地） 

内容 ●常金丸分村満州開拓団史を語り継ぐ 

    （常金丸・藤尾郷土研究会 石口 寛治さん） 

   ●常金丸分村の記憶をどう伝えるか 

    （福山市立大学 牧田 幸文教授） 

   ●フィールドワーク（満州分村常金丸開拓団追悼之碑めぐり） 

主催 北部地域振興課 

共催 福山市中国帰国者をささえる会/中国・四国中国帰国者支援・交流センター 
 

問合せ先：北部地域振興課（℡ 084-976-9460） 

 
 
 

“募金にご協力ください” 

－ 人権は 差別をなくす 合言葉 － 

 

 

第３講座 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 深めよう 税についての 正しい理解 － 

 

 

－ 深めよう 税についての 正しい理解 － 

 

 


